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① 型枠組立て

① ブロック荷下ろし ② 玉掛け ③ 据付

▲ ブロックの型枠を組み立てます。 ▲ 組立てた型枠を使い、

生コンを打設します。

▲ 完成したブロックを河岸に運びます。

1度に3個運ぶことができます。

▲ 下ろしたブロックにフックをかけ、

据付作業に移行します。

▲ 無線で連絡を取り合い、

細かな位置の調整をします。

② 生コン打設

▲ ブロックに気泡が残らないよう、

壁打ちバイブレーターを併用しました。

③ 壁打ちバイブレーター施工

＜ 工事名 ＞

平成31年度 赤川松根地区災害復旧工事

＜ 工期 ＞

令和1年6月13日 ～ 令和2年1月20日

＜ 工事概要 ＞

被災箇所に根固めを施工する災害復旧工事です。

▲ 1区画20個のブロックが4区画あり、

1日1区画分のブロックを製作します。

オートフックの活用により、

据付完了時のワイヤーロープの

回収が早くなりました。



－どの作業工程が一番大変でしたか？

ブロック製作中の、作業員の熱中症対策（安全）・コンクリート面の出来栄え（品質）・

生コン車の配車調整（施工管理）です。

－現場で工夫した点はなんですか？

作業員の熱中症対策です。ブロック製作が夏期に施工されることにより、

熱中症になる可能性が高かったため、作業員一人ずつにリストバンド型のデバイスを

装着してもらい、心拍数と作業強度をリアルタイムで確認できるシステムを活用しました。

健康状態に異常が出た場合は、現場担当者にメール通知が届くので、

熱中症事故を未然に防ぐことができました。

インタビューに答えていただきありがとうございました！

平尾工務店では、水分補給やテントの設置といった基本的な熱中症対策だけでなく、

最新のデバイスを取り入れるなど、熱中症対策に力を入れているんですね！

現在、コロナウイルスが世界的に流行しています。

一番の予防は、こまめに手洗いうがいをすることです。

自分や周りの為に、できることから対策をしていきま

しょう。
3/2 安全祈願祭

▲ 現場見学の様子
3/4 安全衛生委員会

心拍数測定
デバイス 作業員A

酒田河川国道事務所が発注した工事を担当する会社が、

その現場で取り入れた技術を発表する「工事技術検討会」が開催されました。

発表者は、40弱のうち予選を通過した会社が選ばれます。

今回、赤川松根の現場で取り入れた安全対策の発表で、

をいただきました。おめでとうございます！
作業員B 作業員C

▲ 現場掲示板にWBGT値チェックモニター（暑さ指数）の設置

工事技術検討会、お疲れ様でした。

これらの対策により、熱中症患者を出すことなく夏季中の施工を終えることが

できたそうです。

猛暑の中働く作業員のみなさんの健康管理を第一に考えた素晴らしい職場環境

づくりだと思いました！

これからも予防・対策をしっかり行い、働きやすい職場を目指していきましょう。

スポーツドリンク入りの

ウォータージャグを

設置しています。

編 集 後 記

端末確認画面

心拍数 心拍数 心拍数
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